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概要 

ポリエチレンをはじめとする高分子工業において、加工特性の改良などを目指して行われている分子設計

として、長鎖分岐は極めて重要な鍵となっています。このため、実用面からも、基礎物性の面からも注目され

て、膨大な数の文献や特許が存在しています。我々も実際の高分子において、長鎖分岐を検出するための

方法について、調査を行ってきました。実に色々な検出方法が提案されていますが、この長鎖分岐について

鳥瞰できるような資料は存在しないのが実情です。そこで、長鎖分岐の分析解析の基礎とするために、手の

届く範囲にある資料や知見を収集することに着手しました。数年前に一度、収集した結果を取りまとめ、技術

資料としての形を整え提供することができました。その後、さらに充実した資料作成のリクエストがあり、調査

を継続してまいりました。その結果、最近のマスフラクタルの考え方を応用した中性子散乱による分岐構造

の検討を含め、NMR 測定、溶液論的手法、粘弾性による検出方法までの広い範囲について、長鎖分岐の分

析・検出方法をより広く鳥瞰することができる資料を作成することができました。 

この資料に付きまして、実費（税別 \5,000）にて、この分野に関心を持たれている技術者に提供することと

しました。お問い合わせフォーム（http://www.tosoh-arc.co.jp/cgi-bin/contact/mail.cgi）などから、弊社四日

市事業部開発営業グループへご請求ください。詳細な入手方法は末尾を参照願います。 

 

資料の紹介 

本資料は、ポリエチレンを中心とした高分子の長鎖分岐の分析と解析に関する本文と、APPENDIX として、

長鎖分岐を解析する上で重要と思われる濃度 1 点による固有粘度の算出方法、ポリエチレンの分子論、ポリ

エチレンにおける分子量と固有粘度の関係式(Mark-Houwink-Sakurada の式)の報告例、ポリエチレンの回転

半径と分子量の関係式について取りまとめた。末尾には、本文では取り上げられなかった文献を含め、長鎖

分岐の分析解析に対する参考となる文献を集めた。この文献集では、一部の文献を除き、文献の内容を紹

介したメモを付けた。 
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